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30 年程度の利用予定 

（一般の住宅） 

60 年程度の利用予定 

（定期借地権住宅） 

 
90 年程度の蓄積 

（英国レッチワース） 

120 年程度の蓄積 

（英国ポートサンライト） 

表 2 住宅および住宅地の持続可能性 

時間が価値を喪失する 時間が価値を創造する

写真：中城康彦

〇わが国大都市部でよく
見かける小規模集団的開
発の戸建て住宅。

〇公法が認める限度まで
建築する。

○建物の劣化とともに価
値が低下する可能性が高
い。

〇区画割および住環境の
演出に工夫をした定期借
地権付き戸建て住宅地。
〇良好な住環境を担保す
ることで貸借当事者ならび
に地域にメリットがある。

〇地主による継続的マネ
ジメントがある。

〇地域のマネジメント会社
が住宅地のマネジメント

を継続する英国レッワー
スの住宅地。

〇経年劣化する建物の効
用を成長する住環境がカ
バーし市場が評価する、
環境配慮・長期耐用型住
宅地。

〇個人所有の前庭利用を
開放的な芝生に統一し地
域マネジメント会社が管理
する英国ポートサンライト
の住宅地。

〇利用および管理の共同
化がもたらす住環境の持
続性を市場が評価。
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“経年増価” する不動産の仕組み研究
☞ 価値を守り高める意識に欠ける日本
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遊休ストック活用事業の仕組み研究
☞ 遊休社宅の価値を“目利き” する（創り出す）
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